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1 はじめに
議論はその参加者が自分の視点からの意見や発言

を相手とやり取りすることでお互いの合意を得たり
相手を納得させるために行われる。抽象議論フレー
ムワーク (AF)は議論の中身を無視して議論の構造
や論証同士の関係のみに着目し、議論を抽象的に表
現することでどの論証が最終的に受理されるのかを
定式化したものである [3]。本研究では裁判における
抗弁のやりとりなど、AF の法律分野への応用をめ
ざしたものである。

AFは、論証と論証間の攻撃関係で定義されるが、
支持関係も導入した双極議論フレームワーク (BAF)

が考案され、より詳細な議論構造を表せるように
なった [1]。法律における推論は議論に基づいている
ものが多く、BAFでは支持と反論が支持関係と攻撃
関係を用いてうまく表現できるため、法律を扱う有
用な手段と考えられる。本研究では支持関係を論証
の集合と論証との関係 (set-support) と考える。

BAFでは受理される論証の定義はされているが、
どの論証がどの程度重要なのか比較ができない。こ
れを解決するために重み付けグラフとその上での論
証の受理可能性について提案がなされている (たと
えば [2])。しかし、set-support については議論され
ていない。
そこで本研究では、set-support を扱う BAF に対

して論証に重みを与え、発言を受理させたいときに
どの議論筋を辿ればよいかの指標を提示する。この
指標は、あるノードが議論全体の中で自分にとって
どの程度信頼できるかの度合いを表す。

2 WBAF

本研究では、BAF を拡張し論証に重みをつけた
WBAFを考える。また、法律がループ構造になるこ
とはないので、本研究では単純な木構造のみを扱う。
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重み付き双極議論フレームワーク (WBAF) は
(AR,ATT, SUP,w) の四項組で定義される。ここ
で、AR は論証の集合、ATT は攻撃関係で ATT ⊆
AR × AR, SUP は支持関係で SUP ⊆ 2AR\∅ × AR

である。w は AR から重みの集合への関数である。

3 評価値の計算
対象ノード A の議論における評価値を eval(A)、

A から葉ノードまでのパス p = (A,A1, . . . , Ak) の
評価値を val(p) とする。eval(A) はすべての p に対
する val(p) と自身の重みによって求められる。
一般にあるノードを支持するパスは複数本あり、

それらは OR関係にある。
また、あるノードを支持する set-support が複数

の要素をもつ場合には、最初にその集合を分割し
AND関係にあるパスが複数あるものとして考える。
N 個 (N ≥ 1) の要素をもつ set-support が含まれ
る場合、まずその集合を分割して単独ノードからな
る support とし、同時にノードの重みも N 等分す
る (図 2)。ここでは、対象とするノード A に直接
つながっている set-support のみが複数の要素をも
つ場合を例として説明する。複数の要素をもつ set-

support がパスの途中にある場合は、葉ノードから
順に上向きにパスを辿り、そのようなノードに出会
うたびに評価値の計算をすすめていく。
対象とするノード A に対し、複数の要素をもつ

set-support の有無と A を支持する (set-support を
分割する前の) パスの数によって以下の四つの場合
に分けて、eval(A)の計算方法を示す。

set-supportがなく、パスが１本 図 1 の (a) の場合
で、最小単位での計算となる。
val(p) =

k∑
i=1

w(Ai)

i

eval(A) = w(A) + val(p)

set-supportがなく、パスが複数 図 1 の (b) の場合
で、各パス p に対して上記と同様の計算をして
val(p) を求め、その最大値を eval(A) とする。



図 1: 支持関係 図 2: set- support を
含む支持関係

set-supportがあり、パスが１本 各パス p に対して
val(p) を求め、その平均値を eval(A) とする。
val(p) =

k∑
j=1

w(Aj) · rate(Aj)

j

ここで、rate(Aj) はパス p = (A0, A1, . . . , Ak)

において、ルートノードである A0 から Aj

(1 ≤ j ≤ k) に向けて p を辿ったときに現れ
る support-set の要素数の逆数をかけあわせた
ものである。
例えば図 2 において w(A) = 1、w(A1) = 2、
w(A2) = 1、w(A3) = 2、w(A4) = 1、w(A1) = 3、
の重さが与えられたときの計算は、A から A3

のパスを p1、Aから A5 のパスを p2 とすると、
これらの評価値は
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で求められる。よって Aの評価値は、
eval(A) =

1

2
× (val(p1) + val(p2)) + 1 =

29

12
と求められる。

set-supportがあり、パスが複数 重みを分割した
後、各パス p に対して上記と同様の計算をして
val(p) を求め、その最大値を eval(A) とする。

4 考察
提案した計算方法で得た評価値は、以下のような

特徴をもつ。一つは、連続する支持関係においてそ
の関係の数が多いほど、評価値が高くなることであ
る。もう一つは、set-supportよりも、一般の支持関
係の方が評価値が高くなることである。これらを具
体的に述べると、一つの論証 (法律) を成立させる
際、その論証に対して支持する論証が増えることで
成立させやすくなること、複数の論証がなければ成
立しない論証よりも一つの論証によって支持が成立

する論証の方が成立させやすいこと、だと言い換え
られる。これは、われわれが議論に対して直感的に
得る理解と同じ結果となっている。

5 おわりに
本発表では、set-support を扱う BAF に対して論

証に重みを与え、論証の信頼性の計算方法について
述べた。今後は、他手法と比較した際にどのような
性質が見られるのか、また、提案手法を攻撃関係に
ついて適用した際に計算が妥当なものなのか、どの
ような特徴を持っているのかについて考察する。
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